
年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者： （７組：日下部翔太）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

教科 の目標：

・自らが立てた問いに対して、主体性を持ち解決する能力を身に着ける。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

２
学
期

・自らが立てた問いに対して、主体性を持ち解決する能力を養う。

・探究に主体的に取り組む態度を養う。

探究の見方・考え方を働かせながら、自分が興味・関心のあることの探究活動を通して、自己の在り方生き方を考えながら、他者と
協働し、主体的に課題を発見し、解決していくことができるようにするために、以下の資質・能力を育成する。

○ 3ちょこっとプロジェクト
身の回りの誰かを喜ばせるアイデ
アを考え、実践することを通し
て、探究の手順を学ぶ。

【知識及び技能】
身の回りの人々が大小さまざまな問題を抱え
ていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
①身の回りの誰かが困っていることについて
思考をめぐらせることができる。
②身の回りの誰かが困っていることを解決す
る方法を自分自身で考えることができる。
③自分がやってきたプロジェクトの内容や感
じたことを相手に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りの誰かが困っていることを解決する
方法を主体的に考え、実行できる。

○ ○

・探究に主体的に取り組むとともに、新たな価値を創造し、自らの進路実現に活かそうとする態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
・予測不能な時代における自己の生き方・在り方を踏まえながら、自己の周囲の課題と向き合い、問い
を見出す能力を育む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

オリエンテーション
探究について、１年間の見通しを
持つ。

探究入門 ○ ○

配当
時数

1

態

○

9

合計

35

○ 7

３
学
期

大田区の課題を発見・探究し、プ
レゼン発表する。

【知識・技能】
大田区がさまざまな問題を抱えていることを
理解している。
【思考・判断・表現】
①大田区の課題を解決する方法を、グループ
で考えることができる。
②大田区の課題を解決する方法を相手に伝え
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
大田区の課題を解決する方法をグループで協
働して考え、プレゼン発表することができ
る。

・予測不能な時代における自己の生き方・在り方を踏まえながら、自己の周囲の課題と向き合い、問い
を見出す能力を育む。

探究入門
大田区の課題を発見・探究し、プ
レゼン発表する。

【知識・技能】
大田区がさまざまな問題を抱えていることを
理解している。
【思考・判断・表現】
①大田区の課題を解決する方法を、グループ
で考えることができる。
②大田区の課題を解決する方法を相手に伝え
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
大田区の課題を解決する方法をグループで協
働して考え、プレゼン発表することができ
る。

○

探究（問いづくり）

○ 15

自らの興味から課題を発見し、探
究課題を設定する。

【知識・技能】
世の中に様々な課題が存在していることを理
解している。
【思考・判断・表現】
身の回りの課題を発見し、探究課題を設定す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自らの興味・関心から、主体的に探究課題を
設定しようとしている。

○ ○

○

（４組：鈴木洋子）（５組：矢野 遼）

・予測不能な時代における自己の生き方、在り方を踏まえながら、自己を取り巻く地域や社会の課題と向き合い、問いを見いだす能
力を身に着ける。

（６組：黒佐哲郎）

雪谷 総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

（１組：伊達昌司）（２組：神津忠寿）（３組：登山絢太）

総合的な探究の時間

・自らが立てた問いに対して、主体性を持ち他者と協調しながら広い視野に立って創造的に解決する能
力を養う。



（必修・必選・自選）総合的な探究の時間 対象学年 2 単位数 1 予定授業時間 30

 

学期 時数 指導項目

1
学
期

9

・校外学習
・進路ガイダンス
・進路資料説明会
・学部学科説明会
・体育祭の種目決め
・文化祭のクラス企画についての話し合い
・大学オープンキャンパス
・修学旅行事前学習
・卒業アルバムのクラス写真および個人写真
　撮影

2
学
期

13

・修学旅行事前学習発表（文化祭）
・探究課題の設定および調査活動
・科目選択ガイダンス
・修学旅行事前学習
・入試準備講習
・小論文模試

3
学
期

8
・課題研究個人発表
・クラス代表による学年発表

加藤正紀、瀧島嘉代子、渡邊直子、岩﨑裕希
人、木之下敬、鶴巻智大、伊藤俊介

令和5年度　年間指導計画

評価の観点と方法 諸活動の取り組み状況などにより、総合的に判断する。

・校外学習において、羽田空港の利用について学ぶ。
・大学入試に向けた今後の学習計画の立て方などを学ぶ。
・学部学科説明会において、具体的な進路の内容を知る。
・体育祭のメンバーを決める。
・沖縄についてグループで調べ学習を行い、ポスター作成。
・探究課題で調べたい課題を各自検討する。
・文化祭のクラス企画について話し合う。
・実際の大学の様子を見て進路への意識を高める。

・沖縄について作成したポスターを文化祭で展示。
・修学旅行事前指導。
・探究課題を設定・調査し、発表資料を作成。
・３年の選択科目に向けた科目選択ガイダンス。
・進路実現のための個人面談。
・３年０学期を円滑にスタートするための外部講師による講演およ
び、受験勉強に関する心構え。
・共通テストに対する意識を高める。
・小論文模試受験。

・探究課題の研究成果をクラス内で個人発表。
・クラス代表者による学年発表。

担当者

東京都立雪谷高等学校

教科・科目

教科書

副教材

目標

指導内容

総合的な探究の時間を通して、主体的に考え、行動・表現する力を育成する。



（必修・必選・自選）総合的な探究の時間 対象学年 3 単位数 1 予定授業時間 22

 

学期 時数 指導項目

1
学
期

10

・評定平均の計算方法を学ぶ
・進路カルテ作成
・体育祭のメンバー決め
・文化祭のクラス企画についての話し合い
・進路資料説明会
・模試の活用法。模試ノートの作成について
・卒業アルバムのクラス写真および個人写真
　撮影
・大学入学共通テスト説明会①

2
学
期

11

・大学入学共通テスト説明会②
・文化祭のクラス企画についての話し合い
・卒業文集作成

・進路講話

・出願希望調査
・課題学習

・大学入学共通テスト説明会③
・入試カレンダー作成

・卒業文集の原稿チェック
・調査書発行申請確認
・共通テスト説明会④

3
学
期

1
・学年集会

茂木　尚子、廣井　聡之、國領　顕彦、百瀬　雅治、
工藤　明日実、松ノ井　真木子、田中　信也

令和5年度　年間指導計画

評価の観点と方法 諸活動の取り組み状況などにより、総合的に判断する。

・３年間の目標評定を設定する。
・個人面談に向けて、進路カルテを作成する。
・体育祭のメンバーを決める。
・文化祭のクラス企画について話し合う。
・進路資料を通して１年間の進路活動の流れを確認する。
・模試の活用法を学び、実践する。
・卒業アルバムのクラス写真および個人写真を撮影し、
　意識を高める。
・大学入学共通テストに向けての学習や、
　夏の計画の立て方などを学ぶ。

・大学入学共通テストの出願前に諸注意を受ける。
・クラスごとに企画の準備を行う。
・卒業文集の作成に向けて日程を確認し、原稿の執筆に
　取り掛かる。
・出願校の選び方・追い込みの時期の勉強方法、指定校
　推薦出願についての説明等を聞く。
・個人面談に向けて、出願校の検討を開始する。
・自分の進路や定期考査に向けて、課題を設定し、学習を
　進める。
・大学入学共通テストに向けての意欲を高める。
・出願締め切り・入試日・合格発表日・手続き締切日を確認
　する。
・卒業文集の原稿の推敲をする。
・調査書の申請方法と出願について学ぶ。
。共通テストに向けての冬休みの過ごし方を学ぶ。

・大学入学共通テストの直前指導を受けるとともに、
　卒業までのスケジュールを確認する。

担当者

東京都立雪谷高等学校

教科・科目

教科書

副教材

目標

指導内容

主体的・協働的に学び、考え、表現し、行動する力を養う。
卒業後の人生を自ら積極的に切り開いていこうとする意欲的な進路意識を育成する。


